
（１）第３６号 か け は し

編集・発刊

中部方面混成団
本部広報室

℡077-523-0034

MACB

QRコード

団
は
平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
、
長
池
演
習
場

（
京
都
府
城
陽
市
）
で
団
持
続
走
競
技
会
を
行
い
、

隷
下
の
普
通
科
連
隊
が
全
長
約
四
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で

健
脚
を
競
い
合
っ
た
。

強
い
寒
波
の
影
響
に
よ
り
、
競
技
会
直
前
ま
で
、

競
技
コ
ー
ス
の
一
部
が
凍
結
す
る
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
選
手
た
ち
は
本
競
技
会
に
向
け
て

日
々
重
ね
て
き
た
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

両
連
隊
と
も
に
「
一
秒
を
削
る
」
一
歩
も
譲
ら
ぬ
力

走
を
見
せ
た
。

五
～
七
名
一
コ
分
隊
で
行
わ
れ
た
連
隊
対
抗
の
部

で
は
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
が
優
勝
、
成
績
優
秀

は
第
四
十
九
普
通
科
連
隊
第
一
分
隊
が
第
一
位
を
勝

ち
取
っ
た
。

ま
た
個
人
走
の
部
で
は
両
連
隊
長
も
自
ら
力
走
を

見
せ
、
隊
員
を
鼓
舞
し
た
。

【
連
隊
対
抗
の
部
】

【
成

績

】

部
隊
表
彰

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

成
績
優
秀
分
隊

第
一
位

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

第
一
分
隊

第
二
位

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
七
分
隊

第
三
位

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
十
六
分
隊

【
個
人
走
の
部
（
敢
闘
賞
）
】

三
〇
代
の
部

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

堤

三
尉

四
〇
代
の
部

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

草
津
三
佐

五
〇
代
の
部

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

糸
賀
二
尉

部隊表彰 第４７普通科連隊
成績優秀分隊
４９連隊１分隊

堤３尉

草津３佐

糸賀２尉
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

連
隊
は
、
一
月

九
日
を
平
成
三
十

年
の
訓
練
始
め
と

し
、
全
隊
員
で
の

「
持
続
走
訓
練
」

を
行
っ
た
。

訓
練
は
、
連
隊

本
部
を
先
頭
に
中

隊

毎

に

レ

ン

ジ
ャ
ー
呼
唱
を
掛

け
な
が
ら
駐
屯
地

内
を
走
破
、
連

隊
・
中
隊
の
更
な

る
団
結
強
化
と
新

年
を
迎
え
て
の
隊

員
の
一
層
の
士
気

高
揚
を
図
っ
た
。

前
野
連
隊
長
は

年
頭
に
際
し
、

「
新
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
各
隊
員

は
個
々
の
役
職
・

立
場
を
再
度
認
識

し
、
自
分
が
今
何

を
す
べ
き
か
を
よ

く
考
え
、
各
隊
員

連隊本部第１中隊第２中隊

第３中隊第４中隊第５中隊

本部管理中隊

重迫撃砲中隊

が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
と
と

も
に
、
連
隊
・
中
隊
と
し
て
効
果
的
且
つ
効
率
的

に
目
標
達
成
を
図
っ
て
い
こ
う
。
先
ず
は
一
月
末

に
控
え
る
混
成
団
持
続
走
競
技
会
で
優
勝
す
る
こ

と
を
連
隊
の
目
標
と
し
、
連
隊
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
ろ
う
。
」
と
力
強
く
隊
員
を
鼓
舞
し
、
四
十
九

連
隊
は
平
成
三
十
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

連
隊
は
、
平
成
三
十
年
一
月
三
十

一
日
、
長
池
演
習
場
に
お
い
て
中
部

方
面
混
成
団
武
装
走
競
技
会
に
参
加

し
断
郊
走
の
部
で
見
事
に
「
優
勝
」

し
た
。
連
隊
は
、
本
競
技
会
に
各
中

隊
ご
と
十
八
個
分
隊
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
高
低
差
の
大
き
い
コ
ー
ス
に
挑

ん
だ
。
競
技
会
の
期
間
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
、
競
技
会
日
和
と
な
っ
た
。

競
技
で
は
分
隊
長
を
核
心
に
原
村

演
習
場
で
の
試
走
結
果
や
当
日
の
体

調
な
ど
を
ふ
ま
え
て
の
銃
や
装
具
の

受
け
渡
し
、
声
か
け
な
ど
分
隊
員
が

助
け
合
い
分
隊
ご
と
に
示
さ
れ
た
目

標
タ
イ
ム
を
刻
み
力
走
し
た
。
ゴ
ー

ル
後
に
倒
れ
込
む
隊
員
が
何
人
も
い

た
こ
と
は
、
「
一
秒
で
も
タ
イ
ム
を

短
縮
し
優
勝
し
た
い
。
」
と
い
う
強

い
思
い
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、

絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
意
地
と
執
念

で
力
走
し
た
結
果
、
栄
冠
に
輝
き
、

優
勝
を
手
中
に
収
め
た
。

混成団武装走競技会

絶対にあきらめない意地と執念で
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第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊

隊
は
、
一
月
九
日
か
ら
共
通
教
育
中
隊
及

び
普
通
科
教
育
中
隊
に
陸
曹
候
補
生
二
百
九

十
六
名
、
同
月
十
五
日
か
ら
上
級
陸
曹
教
育

中
隊
に
百
六
十
七
名
の
各
学
生
を
迎
え
教
育

を
開
始
、
昨
年
よ
り
引
き
続
き
教
育
を
実
施

中
で
あ
る
最
先
任
上
級
曹
長
課
程
、
陸
曹
基

礎
英
語
課
程
を
含
め
四
百
九
十
七
名
で
平
成

二
十
九
年
度
４
四
半
期
の
教
育
を
開
始
し
た
。

こ
の
う
ち
課
程
教
育
化
の
第
一
期
生
と
な

る
、
最
先
任
上
級
曹
長
課
程
十
六
名
が
二
月

八
日
に
教
育
を
無
事
終
了
し
、
自
信
を
持
っ

て
原
隊
に
帰
隊
し
た
。

第1期ＣＳＭ課程 隊務想定

第190期上曹 体力検定課目 第132期候補生 ５Ｋｍ走

第65期英語 米軍ＣＳＭ来隊

隊
は
、
一
月
三
十
日
基
幹

隊
員
・
支
援
助
教
併
せ
た
全

隊
員
に
よ
る
服
務
検
討
会
を

実
施
し
た
。
年
代
別
に
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
学
生
に

対
す
る
指
導
の
方
法
に
つ
い

て
討
論
を
実
施
、
各
中
隊
・

各
区
隊
長
の
方
針
や
助
教
の

指
導
の
仕
方
な
ど
各
グ
ル
ー

プ
熱
の
入
っ
た
議
論
を
交
わ

し
た
。

第132期候補生 共・普中入校式

大
隊
は
平
成
三
十
年
二
月
七
日
、

大
隊
本
部
舎
前
に
お
い
て
課
業
開
始

前
を
活
用
し
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
指
導

法
を
実
施
し
た
。

こ
の
指
導
法
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
六
回
目
と
な
り
、
教
官
・
助
教
の

指
導
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
月
一
回
を
基
準
と
し
て
各
中

隊
等
持
ち
回
り
で
実
施
し
て
い
る
。

今
回
は
大
津
自
動
車
教
習
所
の
由

井
二
曹
が
教
育
を
実
施
し
、
運
転
の

際
、
危
険
を
及
ぼ
す
視
覚
的
現
象
に

つ
い
て
説
明
を
し
た
。
中
で
も
長
距

離
運
転
を
し
た
時
の
ト
ン
ネ
ル
走
行

に
は
危
険
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
目
が
疲
れ
た
ら
適
度
に
休

養
を
す
る
よ
う
基
幹
隊
員
に
伝
え
た
。

ト
ン
ネ
ル
走
行
に
は
要
注
意
を
！

ワンポイント指導法実施

熱心に教育を実施する由井２曹

大
隊
は
平
成
三
十
年
二
月
十
三
日
、
川
原

一
尉
の
除
隊
式
を
挙
行
し
た
。

川
原
一
尉
は
平
成
二
十
三
年
三
月
、
大
隊

に
着
隊
以
来
、
第
三
一
四
共
通
教
育
中
隊
長
、

大
隊
本
部
管
理
係
長
及
び
総
務
係
長
を
歴
任

さ
れ
、
大
隊
の
隊
務
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。
こ
の
度
晴
れ
て
、
二
月
十
四
日
付
を

も
っ
て
三
等
陸
佐
に
特
別
昇
任
さ
れ
、
無
事

定
年
退
官
を
迎
え
ら
れ
た
。

除
隊
式
で
は
、
今
ま
で
の
功
績
に
敬
意
を

表
し
、
基
幹
隊
員
に
よ
る
お
礼
の
言
葉
や
記

念
品
の
贈
呈
等
が
行
わ
れ
た
。

今
後
の
川
原
三
佐
の
ご
活
躍
と
ご
家
族

共
々
の
ご
多
幸
を
大
隊
一
同
祈
念
し
た
い
。

大隊長（西川２佐）より紹介を受ける
川原１尉

川
原
一
尉
定
年
退
官
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第
一
一
〇
教
育
大
隊

最
先
任
上
級
曹
長

平
成
三
十
年
二
月
一
日
お
よ
び
二
日
、

混
成
団
所
属
の
女
性
自
衛
官
お
よ
び
最

先
任
上
級
曹
長
を
一
堂
に
集
め
、
女
性

自
衛
官
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
「
隊
務
全
般
に
お
け
る
着

意
事
項
お
よ
び
問
題
点
等
に
つ
い
て
討

議
・
意
見
交
換
を
実
施
し
、
意
識
改
革

お
よ
び
服
務
指
導
の
資
と
す
る
と
と
も

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
」
を

目
的
と
し
、
一
日
目
は
第
四
十
九
普
通

科
連
隊
Ｏ
Ｇ
の
村
瀬
美
雪
氏
の
「
女
性

自
衛
官
と
し
て
得
た
教
訓
等
」
の
講
話

を
拝
聴
し
、
二
日
目
は
「
男
女
共
同
参

画
施
策
」
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
た
。

ま
た
第
四
十
七
普
通
科
連
隊

船
橋
治

江
曹
長
の
軽
妙
な
司
会
進
行
の
も
と

「
規
律
」
に
つ
い
て
、
白
熱
し
た
討
議

が
行
な
わ
れ
た
。

平
素
、
顔
を
合
わ
す
機
会
が
な
い
隊

員
同
士
の
交
流
に
よ
り
、
混
成
団
の
女

性
自
衛
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
お
よ

び
強
化
が
図
ら
れ
た
。

村瀬美雪氏（中央）と記念撮影

今
年
は
例
年
に
な
く
、
寒
さ
厳
し
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
厳
し
い
寒
さ

の
中
で
も
陸
曹
教
育
隊
の
各
課
程
教
育
の

入
校
学
生
は
、
早
朝
五
時
か
ら
毎
日
走
り

込
み
を
し
て
体
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
野
外
を
中
心
と
し
た
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。
今
そ
の
寒
さ
に
耐
え
、
努
力

し
た
成
果
を
発
揮
す
る
の
が
総
合
訓
練
で

す
。
総
合
訓
練
で
は
各
人
が
厳
し
い
任
務

を
達
成
す
る
た
め
、
ま
た
部
隊
・
仲
間
の

た
め
に
一
所
懸
命
に
努
力
し
ま
す
。
時
に

は
厳
し
い
状
況
判
断
に
迫
ら
れ
た
り
、
気

力
・
体
力
が
限
界
に
達
し
挫
折
し
そ
う
に

な
っ
た
り
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
同

期
で
支
え
励
ま
し
最
後
ま
で
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
任
務
を
達
成
し
た
時
の
顔
は
清
々

し
く
、
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

教
育
を
担
任
す
る
基
幹
要
員
も
妥
協
を
許

さ
ず
厳
し
く
指
導
を
し
て
い
る
の
は
総
合

訓
練
で
の
達
成
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
一
心
だ
か
ら
で
す
。
お
互
い
に
真
剣
勝

負
で
あ
る
か
ら
こ
そ
良
い
教
育
が
出
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

総
合
訓
練
が
終
了
し
暖
か
く
な
り
桜
が

咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
新
入
隊
員
が
た
く
さ

ん
入
隊
し
ま
す
。
今
年
は
、
五
十
数
年
間
、

善
通
寺
駐
屯
地
で
教
育
を
し
て
い
た
第
一

一
〇
教
育
大
隊
が
二
月
九
日
に
松
山
駐
屯

地
に
移
動
し
ま
し
た
。
新
し
い
土
地
で
の

教
育
と
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
通
り
に
第

一
〇
九
大
隊
も
含
め
て
立
派
な
新
隊
員
教

育
を
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

教
育
の
基
本
は
「
人
づ
く
り
」
だ
と
思

い
ま
す
。
常
に
「
感
動
・
感
激
・
感
謝
」

出
来
る
立
派
な
隊
員
を
育
て
る
よ
う
に
混

成
団
最
先
任
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

第１１０教育大隊
部隊移動完了

大
隊
は
、
善
通
寺
駐
屯
地
か
ら
松
山
駐
屯
地
へ
部
隊
移
動
を
行
っ
た
。
昭
和
三
十

四
年
八
月
、
善
通
寺
駐
屯
地
で
編
制
以
来
、
初
め
て
の
部
隊
移
動
で
あ
り
、
二
月
八

日
、
五
十
八
年
間
で
約
三
万
二
千
二
百
人
の
新
入
隊
員
を
育
成
し
た
善
通
寺
駐
屯
地

を
後
に
し
た
。

九
日
に
は
松
山
駐
屯
地
に
お
い
て
、
所
在
隊
員
や
各
協
力
団
体
の
盛
大
な
出
迎
え

を
受
け
、
そ
の
後
実
施
さ
れ
た
移
動
行
事
に
お
い
て
、
駐
屯
地
司
令
（
一
等
陸
佐

内
野
敏
記
）
か
ら
「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
中
国
の
軍
事
力
強
化
な
ど
日
本
を

巡
る
安
全
保
障
情
勢
の
中
、
教
育
大
隊
に
は
愛
媛
県
民
の
大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て

い
る
。
愛
媛
県
、
駐
屯
地
に
清
清
し
い
風
を
吹
き
込
む
と
と
も
に
愛
媛
県
に
惚
れ
、

地
域
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
受
け
た
。
次
に
混
成
団
長
か

ら
「
松
山
で
の
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。
四
月
に
は
新
隊
員
も
着
隊
し
て
き
ま

す
。
心
機
一
転
、
真
新
し
い
隊
舎
に
相
応
し
い
新
た
な
思
い
で
、
基
本
教
育
任
務
の

完
遂
、
部
隊
に
と
っ
て
真
に
役
立
つ
隊
員
の
育
成
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
大
隊
長
は
「
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
育
成
し
、
地
域
に
貢

献
す
る
。
」
と
答
え
た
。

大
隊
は
歴
史
と
伝
統
そ
し
て
文
化
を
誇
る
、
愛
媛
・
松
山
の
地
に
お
い
て
、
早
速

四
月
か
ら
約
三
百
六
十
名
の
新
隊
員
教
育
を
開
始
し
、
新
た
な
歴
史
を
築
い
て
い
く

松山駐屯地出迎え（２月９日）

善通寺駐屯地見送り（２月８日）


